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三重大学「美し国おこし・三重さきもり塾」（詳細はHP）
・防災人材育成塾として開塾

・塾生は、地域住民・行政職員・企業防災担当者・大学院生等

美し国おこし三重・さきもり塾　!
!
　　　公開シンポジウム!
!
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◆ホテルグリーンパーク津!
　　（津駅前）!

　!

　三重県における震災復興の事前準備に向けた課題!
（&）現状!
「発災直後」と「応急対策期」を中心とした対策であること!
・自主防災組織・学校・企業!
*　「発災直後」における避難訓練・消火訓練を中心とした防災訓練ま
では実施しているが、そこから先は未着手!
・自治体・企業!
*　「応急対策期」における図上訓練・救助活動訓練・+,-（業務継続計
画）の策定などまでは実施しているが、そこから先は未着手!

（$）課題!
　震災復興（プロセス）のイメージ、被災後の厳しい生活イメージ
が理解されていないこと!
*　被災後の厳しい生活への腹づもり、事前準備が出来ていな
いために、迅速な復興事業に支障をきたす可能性が大!

（'）対応!
　「復興対策期」のイメージを理解し、復興に向けた事前準備へ!
!
!



中山間地型復興住宅の提案

!
　新潟県中越大震災の復興（長岡市）　　　　　　　　　　　　　　　　三重大学復旧・復興マニュアル研究会!
!

地震に伴う津波被害からの復興事例　!
!

北海道奥尻郡奥尻町青苗地区

■過去の震災復興からの教訓
!
（&）復興事業が、過大なのもの、過剰なものになる傾向があること!
*　適正な規模と内容で合意形成することの必要性!
*　日常時（事前）に復興方針を公表しておかないと事後の合意は困難!
!
（$）復興事業が、復興後の日常時の地域復興に十分に寄与しないこと!
　　 があること
*　短期的視点のみなならず、復興後の中長期点の必要性!
!
（例）!
・北海道西方沖地震（奥尻町）　!
→　復興事業は、地域の防災力は向上させたが、その後の過疎化の歯止めに
は不十分
!
・阪神淡路大震災（神戸市）　!
→　完成後の再開発ビル（商業床）に未だに空き家有り!
　　（再開発総量が過剰）
!
・新潟県中越大震災　!
→　山古志村への帰村率が想定より低下!
　　（$%%(年　*　$%%.年：人口'/％減）!

■東日本大震災の特徴と教訓
!
（&）超広域巨大災害であったこと（未曾有の経験）!
・複数県が同時に被災したこと!
・市町村の行政機能が喪失したこと!
・膨大ながれきが生じたこと!
・原子力発電所が被災したこと　等!
!
（$）$&世紀の縮減社会における初の巨大災害であること!
・被災前から人口減少、高齢化、産業衰退が進行!
・集約型都市構造への転換期における巨大災害!
!
（'）「産業の迅速な復興の在り方」がクローズアップされたこと!
・阪神淡路大震災（サラリーマン家族が主な被災者）!
*　「住宅地」の復興が大きな課題!
*　「仮設住宅」の迅速・適切な供給方法等の教訓を得る!
　　「仮設住宅」から「仮設市街地（仮設住宅!0!仮設店舗　等）」へ!
・東北では、「仮設住宅」等は対応済みだが、「雇用の場」がないために、人口
流出に歯止めがかからず　!
*　地方公共団体（市町村）の維持・発展への危惧!



災害廃棄物処理　二次仮置場!
　　　（災害廃棄物破砕・選別作業）!

織笠仮設団地

仮設店舗

織笠仮設団地

岩手県山田町の復興現場

■三重県における事前復興まちづくりに向けた!
　 検討の前提条件 !
!

議論の前提条件!
*　同時進行する「２つの災害」に備えること!
!
（&）人的災害（人災）!
*　日本人が自ら招いた縮減社会に伴う中長期的な地域衰退
!
（$）自然災害（天災）!
*　巨大地震による大災害による瞬間的・短期的な地域衰退!
!
1危惧2　事前復興（地域再生）に取り組まないと、自然災害に遭
遇しなくても、人的災害により徐々に地域社会が衰退へ。!
　現在の狭い意味での防災対策ではなく、２つの災害に備える!
視野の広い総合的な防災対策にステップアップへ。

■東北の厳しい現状　「復興の遅れ」!
被災地の($市町村の人口流出の現状!
*　(%市町村：約)3$万人減少!
*　$市町（仙台市・利府町）：約$34万人増加!
!
このまま人口減少が続くと533!
*　復興に支障が生じ、復興計画の見直しが!
　　 必要になる可能性あり!
　　 ・将来人口の予測に伴う土地利用の見直し!
　　 ・学校の復興の見直し　　!!
!!!!!!!・災害復興公営住宅の建設戸数の見直し!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など!

（「朝日新聞　$%&'3$3$6」より）

■三重県における震災復興まちづくりに向けた事前準備 !
（&）「復興方針・復興計画イメージ」の事前公表!
　*　三重県・市町の都市マスタープラン等の見直しへ!
7「被害想定」（ハザードマップ）の組み込み!

　*　復興初期の土地利用計画の検討!
　　　応急仮設住宅の建設候補地　!
　　　災害廃棄物の一次・二次置場の候補地　!
8「復興方針・復興計画イメージ」の検討!
　*　防潮堤・既存市街地のかさ上げ・高台移転などの!
　　　 実現の可能性!
　*　基本は「集約型都市構造」等の実現!

（$）復興の学習の場づくり、復興まちづくり訓練へ!
（'）中長期的な日常の取り組み（２つの災害に対応する!
　　 市街地・集落の立地の再検討）!

*　災害リスクの軽減に向けて、住宅・店舗・事務所・工場・!
!!!!!!!学校・市役所・公共施設などの立地の再検討へ!
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「地震・津波災害に強いまちづくりガイドライン」　　　　!
　　　　　　　　　（中間とりまとめ案）!
　　　　　　国土交通省中部地方整備局


